
㈳
日
本
印
刷
産
業
連
合

会
（
足
立
直
樹
会
長
）
は
こ

の
ほ
ど
、
全
日
本
シ
ー
ル
印

刷
協
同
組
合
連
合
会
（
小
宮

山
光
男
会
長
）
を
含
め
た
傘

下
１０
団
体
の
印
刷
企
業
に
対

し
、
化
学
物
質
の
健
康
障
害

防
止
対
策
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

今
春
、
大
阪
府
内
の
印
刷

事
業
所
に
お
い
て
、
印
刷
業

務
に
従
事
し
て
い
た
元
従
業

員
複
数
名
が
「
胆
管
が
ん
」

を
発
症
し
、
死
亡
す
る
と

い
っ
た
労
災
請
求
事
案
が
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ

れ
た
。
事
態
を
重
く
み
た
厚

生
労
働
省
は
、
労
働
安
全
衛

生
法
お
よ
び
が
ん
原
性
指
針

に
基
づ
き
、
日
印
産
連
な
ら

び
に
地
方
自
治
体
に
対
し

て
「
化
学
物
質
に
よ
る
健
康

障
害
防
止
対
策
」

の
適
切
な
実
施

を
要
請
。
こ
れ

を
受
け
て
日
印

産
連
で
は
、
要
請
に
応
え
る

形
で
、
印
刷
業
に
携
わ
る
従

業
員
の
化
学
物
質
か
ら
の
健

康
障
害
防
止
を
目
的
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
形
式
で
の
実
態
調

査
を
実
施
す
る
に
至
っ
た
。

な
お
新
聞
等
の
報
道
で

は
、
具
体
的
な
対
象
物
質
の

名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
厚
労
省
で
は

「
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
が

ん
の
発
症
と
印
刷
業
務
の
因

果
関
係
は
不
明
で
あ
り
、
原

因
の
究
明
作
業
中
だ
が
、
予

防
的
観
点
か
ら
防
止
対
策
を

要
請
し
た
」
と
説
明
し
て
い

る
。ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
▽
洗
浄

剤
▽
印
刷
イ
ン
キ
▽
溶
剤
▽

接
着
剤
▽
塗
料
▽
そ
の
他
液

状
の
使
用
材
料
、
に
つ
い
て

「
有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則

（
有
機
則
・
第
１
種
～
第
３

種
）」
な
ら
び
に
「
特
定
化

学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
特

化
則
・
第
１
類
～
第
３
類
）」、

「
が
ん
原
性
指
針
（
２６
物
質

の
い
ず
れ
か
）」
を
含
ん
で

い
る
製
品
の
使
用
を
記
述
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
使
用
し
て
い
る
製

品
が
前
述
の
該
当
化
学
物
質

を
含
ん
で
い
る
か
を
把
握
で

き
な
い
場
合
の
手
段
と
し

て
、
製
品
ラ
ベ
ル
や
Ｍ
Ｓ
Ｄ

Ｓ
（
化
学
物
質
等
安
全
デ
ー

タ
シ
ー
ト
）
で
の
確
認
や
、

資
材
メ
ー
カ
ー
へ
の
問
い
合

わ
せ
を
勧
め
て
い
る
。

全
日
シ
ー
ル

連
で
も
、
日
印

産
連
の
要
請
に

よ
り
、
全
国
１０

協
組
の
組
合
員

に
対
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
１５
日
ま
で

に
、
回
収
が
進
め
ら
れ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
た

組
合
員
の
中
に
は
「
印
刷
イ

ン
キ
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン

キ
の
洗
浄
液
な
ど
に
対
し
て

も
す
べ
て
確
認
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
聞
き
慣
れ
な
い
物
質

が
項
目
に
記
載
さ
れ
て
い
た

た
め
、
意
外
に
感
じ
た
。
分

か
ら
な
い
物
質
に
関
し
て

は
、
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ

せ
た
が
、
メ
ー
カ
ー
側
も
今

回
の
対
応
で
大
変
と
聞
い
て

い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
す
る
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ

い
て
、
日
印
産
連
で
は
「
結

果
を
ま
と
め
た
う
え
で
、
会

員
に
報
告
す
る
方
針
。
今
後
、

該
当
化
学
物
質
を
含
む
製
品

が
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
基

づ
く
処
置
に
よ
っ
て
適
正
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
周
知
活
動

を
徹
底
し
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

日
印
産
連 

胆
管
が
ん
労
災
事
案
受
け

「
化
学
物
質
使
用
の
実
態
」

緊急アンケート

エ
プ
ソ
ン
販
売
は
現
在
、
Ｉ

Ｊ
デ
ジ
タ
ル
ラ
ベ
ル
印
刷
機

「
Ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ 

Ｌ
︱

４
０
３
３
Ａ
」
を
同
社
日
野
デ

モ
ル
ー
ム
（
東
京
都
日
野
市
日

野
４
２
１
︱
８
）
に
設
置
し

て
、
購
入
検
討
顧
客
へ
の
印
刷

デ
モ
と
製
品
評
価
に
対
応
し
て

い
る
。

同
デ
モ
ル
ー
ム
は
昨
年
１１

月
、
長
野
県
の
セ
イ
コ
ー
エ
プ

ソ
ン
豊
科
事
業
所
か
ら
移
転
し

設
置
。
首
都
圏

近
郊
に
開
設
し

た
こ
と
で
、
よ

り
全
国
か
ら
ア

ク
セ
ス
し
や
す

い
環
境
を
整
え

た
。エ

プ
ソ
ン

は
今
回
、
新

た
な
後
加
工

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
追
加
。
こ

れ
ま
で
同
社

が
提
案
し
て

き
た
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ

タ
「
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ａ
」（
米
ア

レ
ン
デ
ー
タ
グ
ラ
フ
製
）
に
加

え
、
ソ
ル
テ
ッ
ク
工
業
㈱
（
栃

木
県
那
須
塩
原
市
下
田
野
、
☎

０
２
８
７
・
３
５
・
４
０
４
８
）

の
フ
ラ
ッ
ト
プ
レ
ス
機
「
Ｓ
Ｆ

Ｐ
︱
Ｗ
３
３
０
Ｅ
Ｐ
」
に
よ
る

イ
ン
ラ
イ
ン
化
を
実
現
し
た
。

同
デ
モ
ル
ー
ム
で
は
印
刷
か
ら

抜
き
、
カ
ス
上
げ
、
巻
き
取
り

ま
で
を
す
べ
て
ワ
ン
パ
ス
で
実

行
す
る
デ
モ
を
体
験
で
き
る
。

Ｓ
Ｆ
Ｐ
︱
Ｗ
３
３
０
Ｅ
Ｐ
は

Ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
と
の
同

期
を
果
た
し
て
お
り
、
加
工
機

側
に
装
着
し
た
セ
ン
サ
ー
で
Ｓ

ｕ
ｒ
ｅ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
の
印
刷
ス

ピ
ー
ド
を
認
識
、
連
動
し
て
動

作
す
る
。
ま
た
、
Ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
Ｐ

ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
の
動
作
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
ボ
タ
ン
を
設

け
、
抜
き
作
業
を
緊
急
停
止
し

た
場
合
は
停
止
ボ
タ
ン
で
Ｓ
ｕ

ｒ
ｅ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
の
動
作
を
ス

ト
ッ
プ
。
再
印
刷
指
示
も
ボ
タ

ン
で
行
え
る
。

ダ
イ
カ
ッ
ト
機
構
に
つ
い
て

は
、
下
死
点
精
度
が
持
続
す
る

高
精
度
な
プ
レ
ス
ヘ
ッ
ド
を

装
備
し
、
下
死
点
の
位
置
が

デ
ジ
タ
ル
表
示
さ
れ
る
た
め

数
値
管
理
が
可
能
。
な
お
同

機
は
、
刃
型
を
強
力
な
ネ
オ

ジ
ム
磁
石
で
固
定
し
て
使
用

す
る
、
フ
ナ
ミ
ズ
刃
型
製
版

㈱
（
東
京
都
練
馬
区
高
松
、
☎

０
３
・
５
３
９
３
・
３
１
７
０
）

の
「
エ
コ
マ
グ
」
を
採
用
。
後

加
工
を
効
率
化
す
る
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
一
例
と
し
て
紹
介
し

て
い
く
。６
月
１８
日
㈪
以
降
は
、

Ｓ
Ｆ
Ｐ
︱
Ｗ
３
３
０
Ｅ
Ｐ
に
ラ

ミ
ネ
ー
ト
と
ス
リ
ッ
ト
の
オ
プ

シ
ョ
ン
も
装
着
。
よ
り
生
産
現

場
に
近
い
環
境
で
製
品
の
検
証

が
可
能
に
な
る
。

エ
プ
ソ
ン
販
売
担
当
者
は
次

の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
す
る
。

「
２
０
１
０
年
１０
月
の
Ｓ
ｕ

ｒ
ｅ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
上
市
以
降
、

国
内
外
か
ら
評
価
を
集
め
て
い

る
が
、
こ
の
中
で
最
も
多
く
寄

せ
ら
れ
る
要
望
が
後
加
工
を
含

む
ラ
ベ
ル
生
産
に
お
け
る
ト
ー

タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
案

だ
。
こ
れ
に
応
え
る
べ
く
、
今

回
各
社
の
技
術
協
力
で
高
品
質

な
印
刷
か
ら
精
密
な
後
加
工
ま

で
ワ
ン
パ
ス
で
実
現
す
る
手
法

を
確
立
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ

れ
を
一
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
、

今
後
も
よ
り
効
率
的
で
生
産
性

の
高
い
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
追
求
し
て
い
く
」

デ
モ
ル
ー
ム
は
出
力
し
た
い

基
材
を
持
ち
込
め
る
ほ
か
、
問

い
合
せ
頻
度
の
高
い
各
社
の
粘

着
紙
を
ス
ト
ッ
ク
。
印
刷
、
抜

き
、
ス
リ
ッ
ト
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト

な
ど
実
際
の
製
品
生
産
に
近
い

環
境
で
の
評
価
が
で
き
る
体
制

を
構
築
し
て
い
る
。
な
お
、
エ

プ
ソ
ン
販
売
は
７
月
２６
日
㈭
、

２７
日
㈮
に
東
京
・
汐
留
で
開
催

さ
れ
る
「
ラ
ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム

ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
２
」
の
テ
ー

ブ
ル
ト
ッ
プ
シ
ョ
ー
に
実
機
出

展
。
白
イ
ン
ク
に
対
応
し
た
Ｓ

ｕ
ｒ
ｅ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
の
最
新
モ

デ
ル
と
Ｓ
Ｆ
Ｐ
︱
Ｗ
３
３
０
Ｅ

Ｐ
の
ワ
ン
パ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
披
露
す
る
予
定
だ
。

デ
モ
ル
ー
ム
は
、
月
曜
か
ら

金
曜
ま
で
開
設
、
事
前
予
約
が

必
要
。
予
約
や
問
い
合
わ
せ
は

エ
プ
ソ
ン
販
売
Ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
Ｐ
ｒ

ｅ
ｓ
ｓ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

０
３
・
５
３
２
１
・
９
７
３
３
）

ま
で
。

資
材
商
社
の
㈲
ジ
ェ
ク
ト

（
大
阪
市
北
区
菅
原
町
、
吉
村

俊
彦
社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
長

寿
命
を
確
保
す
る
刃
型
加
工
技

術
「
プ
ッ
ツ
イ
ン
Ｎ
」
を
開
発

し
た
。
同
技
術
は
チ
ッ
素
イ
オ

ン
を
刃
型
内
に
含
浸
さ
せ
た
も

の
で
、
刃
型
に
通
常
品
の
２
倍

以
上
と
い
う
高
い
耐
久
性
を
付

与
す
る
。

一
般
的
に
刃
型
は
硬
度
を
上

げ
る
と
衝
撃
に
弱
く
な
り
、
耐

久
性
が
低
下
す
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
物
質
を
蒸
着
さ
せ
、
耐
久
性

を
高
め
る
な
ど
の
技
術
も
あ
る

が
、
刃
の
表
面
が
波
打
つ
な
ど

の
不
具
合
が
出
る
こ
と
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
硬
質
膜
で
刃
を
覆

う
な
ど
の
方
法
も
あ
る
が
、
鋭

利
な
刃
物
で
は
欠
け
が
生
じ
や

す
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

同
技
術
は
超
硬
合
金
切
削
工

具
の
表
面
層
に
半
導
体
な
ど
で

用
い
ら
れ
て
い
る
「
プ
ラ
ズ
マ

ベ
ー
ス
の
イ
オ
ン
注
入
技
術
」

を
使
い
、
硬
度
の
高
い
刃
型
で

も
切
れ
味
を
落
と
さ
ず
従
来
に

な
い
高
耐
久
化
を
実
現
し
た
。

ま
た
、
ゼ
ン
マ
イ
刃
、
腐
食

刃
の
双
方
に
対
応
し
て
お
り
、

複
雑
な
形
の
刃

型
で
も
均
一
に

表
面
処
理
が
可

能
。
加
工
処

理
後
の
曲
げ
性

も
確
保
し
て
い

る
。
価
格
は
従

来
品
の
１
・
５

倍
程
度
。

吉
村
社
長
は

同
技
術
に
つ
い
て
「
か
つ
お
節

な
ど
の
削
り
出
し
用
刃
型
に
利

用
さ
れ
て
き
た
。
か
つ
お
節
用

途
で
は
、
刃
の
寿
命
が
２
・
８

倍
に
延
び
た
と
い
う
報
告
も
あ

る
。
ラ
ベ
ル
業
界
で
も
抜
き
加

工
で
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
説

明
す
る
。

同
社
で
は
刃
型
業
者
や
ラ
ベ

ル
印
刷
業
者
に
こ
の
技
術
を
提

供
す
る
と
い
う
。

問
い
合
わ
せ
は
同
社
（
☎

０
６
・
６
３
６
４
・
２
１
２
４
）

ま
で
。

ミ
ュ
ー
ラ
ー
・
マ
ル
テ
ィ

ニ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
（
東
京
都

板
橋
区
東
坂
下
、
ル
ド
ル

フ
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
社
長
、
☎

０
３
・
３
５
５
８
・
３
１
３
１
）

は
５
月
２４
日
、「
ポ
ス
ト
ド
ル
ッ

パ
記
者
会
見
」
を
行
っ
た
。

当
日
は
ミ
ュ
ー
ラ
ー
・
マ

ル
テ
ィ
ニ
本
社
か
ら
ブ
ル
ー

ノ
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
来

日
し
、
ｄ
ｒ
ｕ
ｐ
ａ
で
の
成
果

報
告
と
今
後
の
日
本
市
場
向
け

事
業
計
画
を
発
表
。
ラ
ベ
ル
・

軟
包
装
向
け
オ
フ
セ
ッ
ト
輪
転

機
「
Ｖ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
」
シ
リ
ー
ズ
の

日
本
で
の
販
売
を
正
式
発
表
し

た
。

ブ
ル
ー
ノ
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
Ｃ

Ｅ
Ｏ
は
会
見
で
「
当
社
で
は

『
変
化
へ
の
対
応
』
を
ｄ
ｒ
ｕ

ｐ
ａ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
出

展
し
、
満
足
の
い
く
結
果
を
得

た
」
と
述
べ
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
・

マ
ル
テ
ィ
ニ
ジ
ャ
パ
ン
の
宮
﨑

靖
好
専
務
は
「
ｄ
ｒ
ｕ
ｐ
ａ
で

は
日
本
語
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、

多
く
の
方
に
製
品
を
見
て
い
た

だ
き
、
大
き
な
手
応
え
を
感
じ

た
」と
そ
れ
ぞ
れ
振
り
返
っ
た
。

ま
た
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ

は
オ
フ
セ
ッ
ト
輪
転
機
の
Ｖ

Ｓ
Ｏ
Ｐ
を
日
本
市
場
向
け
に
販

売
す
る
こ
と
を
正
式
に
発
表
し

「
日
本
か
ら
当
社
ブ
ー
ス
に
来

場
し
た
方
の
半
数
が
Ｖ
Ｓ
Ｏ
Ｐ

を
見
学
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に

好
評
だ
っ
た
。
グ
ラ
ビ
ア
印
刷

な
ど
の
代
替
方
式
と
し
て
採
用

が
見
込
め
る
」
と
述
べ
、
同
機

の
販
売
に
期
待
を
込
め
た
。

Ｖ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
は
世
界

で
９０
台
以
上

販
売
さ
れ
て
お

り
、
ラ
ベ
ル
や

パ
ッ
ケ
ー
ジ
分

野
で
も
実
績
が

あ
る
。

日
本
で
の
販

売
は
機
材
商
社

な
ど
と
パ
ー
ト

ナ
ー
を
組
み
進

め
る
予
定
。

UV インクジェット（IJ）デジタルラベル

印刷機の新機種「Tau330」を披露した。

製品名のとおり、従来機の印字幅 150mm 

から 330mm 幅に拡大。搬送部は、これま

でのフンケラー製から 100%自社製のものと

した。解像度は 720dpi × 360dpi、印刷速度

は最大で毎分 48m。IJ ヘッドはザール製で、

インクはプロセス 4 色のほかホワイト、バイ

オレット、オレンジ（いずれもオプション）。

会期早々に印刷機には“成約済み”のパネ

ルを掲出。購入先について担当者は「自動車

の PL ラベル印刷用として納品する」と説明。

ブース内には白を全面に打ちながら 4 色印刷

をかけたサンプルが並んだ。

大日本スクリーン製造
UVIJ デジタルラベル印刷機 ｢Truepress 

Jet L350UV｣ を参考出品した。

同 機 は 600 × 600 お よ び 600 × 1,200dpi

の高解像度を実現。紙幅は 100mm から最大

350mm、印刷速度は最大で毎分 50m と高い

生産性を誇る。独自のグレースケールテクノ

ロジーにより 3 種類のサイズにインクを吐出

することができ、よりスムーズな階調を再現。

｢Truepressink｣ とシステムによって、既存

のプロセスカラーより広い色域をカバーす

る。

また、自動クリーニングシステムによって

メンテナンスも容易になっているほか、ラミ

ネートやダイカット、カス上げなどのユニッ

トも接続可能。展示したサンプルは色の再現

性がよく、来場者の注目を集めていた。

エプソン
水性 IJ デジタルラベル印刷機「SurePressL-

4033A」に、ホワイトインクを搭載し隠ぺい

性を確保する白ベタ印刷を可能とした「同

L-4033AW」を発表した。

また技術参考出品として、ライン型 IJ ヘッ

ドと LED-UV 乾燥機構を搭載した、UVIJ 印

刷機「SurePress“X”」を披露。エプソンヨー

ロッパの担当者は「“X”は、現在続けてい

る研究開発の途上の姿。近い将来、われわれ

の技術改革の一つとしてマーケットに発表で

きればと思っている」と述べた。

ハイデルベルグ

ハイデルベルグのラベル印刷向けソリュー

ションとして披露された印刷機は、フルカ

ラー UVIJ デジタルラベル印刷機「Linoprint 

L」。DOD ピエゾ方式の同機は、解像度 600

× 600dpi、印刷スピードは毎分 48m を実現。

乾燥方式は LED-UV を採用している。

同機のベースとなっているのは、昨年買収

した CSAT の「iTS600」。ブースでは 3 ポイ

ントの文字や可変情報印刷など、品質の高い

印字サンプルを配布してスペックの高さをア

ピールした。

担当者は「印刷開始までのウォームアップ

の時間が大変短く、パソコンからデータをマ

シンに転送して印刷を行うまでがとても早

い」と特性を紹介。待ち時間がなくなること

は、長期的に見ると大きな違いが生じてくる

だろうと強調した。
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今回の「drupa2012」は、自動化、包装印刷、デジタル印
刷、ハイブリッド技術、Web to Print ソリューションなどに
注目が集まった。主催者によると、アンケート調査により来
場者の 4 割がデジタル印刷機械とデジタル印刷システムに興
味を持っていたことを報じている。リポートの 2 回目は、新
製品 / 参考出品として披露されたデジタルラベル印刷機の一
部を紹介する。
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